
≪中国式会計の注意点≫ 
㈱葵BC 

 

・ 中国式会計は『税務』が中心で、経営や管理会計には不適切です！ 

・ 会計担当者のボスは「税務署」になり、総経理や日本本社に対して【説

明責任】がありません 
  

 

① 勘定科目の『内訳』や『相違』については、良く理解できていない 
  そのため科目計上の理由も不明な伝票が多い 

  ：資産・負債・経費において 

  Ex.未収入金と仮払金・前払費用等の相違 

 

② 「発生主義」と企業会計準則で謳われているが、現場では『現金

主義』での会計処理です 
  そのため、商品や原材料の残高が「▲：マイナス」になるケースが多くなって

います 

 

③ 固定資産の会計処理が不明確です 
  ：経費を資産で計上 

  ：減価償却費の未計上 

  ：固定資産の内訳や設定理由が不明確 

 

④ 「▲：マイナス」伝票を作成して、PC入力もできます 
 

⑤ 『原価計算制度』が法定されていないので、自社で決めます 
 

 

   ≪中国式会計の実情≫ 

① 貸方と借方の数字が一致しない 

② 残高が「▲：マイナス」でも、会計担当者は平気です 

＊ 与信管理を知らない 

③ 摘要に「5W1H」を記入しない 

＊ 情報の共有化を嫌います 

＊ 購入金額や単価を記入しない 

④ 内訳表や推移表がナイ 

⑤ 商品・原材料も『在庫・入荷・出荷表』がない 

⑥ 節税を【脱税】と同じと判断している 
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現 状

 会計の問題点
– 中国語の意味が不明
– 帳簿外のリベート
– お金に対するモラル
– 中国会計と日本会計の相違点

中国から決算書が送られてくるけど、

内容・中身が全く解から内容・中身が全く解から
ないない ？？？？？？

決算書
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【１】日本の会社文化

 日本で新入社員採用の面接をするときに、次のような質問をすることがあります。

「あなたは、上司からある仕事を明日までに終わらせるよう依頼を受けました。仕事を始めると、上司の

指示された方法より効率的な方法を見つけました。そこで、上司に新しい方法について相談に行きました。

ところが、上司は外出をしていて明日まで帰ってきません。そのとき、あなたはどう行動しますか」

（選択肢）

１．新しい方法は、結果として会社のためになるので、自分の方法で仕事を進める。

 ２．自分では判断できないので、上司が帰ってくるまで、仕事を止めて待つ。

 ３．効率は悪いかもしれないが、上司の方法で作業を終える。

 この質問はその人の性格を判断するもので、日本の会社での模範解答は３番の「効率は悪いかもしれない

が、上司の方法で作業を終える」です。これは、多くの経験の中から会社の上司や先輩たちは、「無理、無

駄、ムラ」をあらかじめ回避できるような指示を出しているということを前提としています。経験の少ない

人間の「浅はか」な考えで間違った結果を出さないことが、善とされているのです。そして、１番の「自分

の方法で仕事を進める」人は自分勝手な人で、組織を乱す危険人物として判断され、日本の文化では悪とさ

れます。２番と答えた人も上司やお客様から見て、扱いにくい人物であると言えるでしょう。

【２】国際標準の考え方

 製品を作る現場ではどうでしょうか。国際標準であるＩＳＯ９０００シリーズを見てみると、「設計変更

を行う場合は、必ずお客様の承認を」と明記されており、エンジニアや製造担当者の個人的な考えではなく、

お客様まで含めた承認システムの中で製品ができるようになっています。そのため、「上司がいなかったか

ら」とか「お客様に連絡がつかなかったから」という理由で、勝手に仕様が変更されることは、国際的に見

てもありえないことです。

関係部署にご回覧ください 

編集・発行 三井住友銀行グループ・ＳＭＢＣコンサルティング株式会社                2006.8.16 第105号 

TEL:(03)5211-6383 FAX:(03)5211-6393 

ホームページ http://www.smbc-consulting.co.jp/ 

製造業の目指すべき姿とは何でしょうか。それは「品質の良いものを作ること」、「コストの安いも

のを作ること」、「お客様の要求する納期に応えること」です。つまり、「品質」「コスト」「納期」の面

で、取引先の要求を満たすことです。

 中国でもこの考え方は全く同じです。この３つが基本的な要求である点では、日本と違いはありま

せん。

ところが、中国人を相手に仕事をしていると「おや」と思うことがあります。「品質」「コスト」「納

期」の面で取引先の満足を目指しているはずなのに、こちらの要求を無視して勝手に製品の仕様を変

えて、それにより更に改善されたことを自慢するといった具合なのです。 
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【３】発注者への確認を行わない中国

 一方、中国では逆の考え方をしている人が多いようです。先日も、ある製品をめぐって次のようなことが

ありました。この製品は、分解のしやすさを念頭に設計をしたものでした。なぜなら、数年前であれば、で

きるだけ少ない部品で製品ができるように部品の構造を工夫し、ネジや接着剤を使わなくてもしっかり固定

されるようにしていたのですが、最近では、リサイクルの観点から異なる材料を分別処理しなければならな

いので、簡単に分解できることを考えた設計をしなくてはならなかったからです。

 そこで、従来の構造に更に工夫を重ね、基本的にはネジなしで固定できるようにしつつ、部品の隙間にド

ライバーを入れると簡単に外れるように設計しました。加えて、2つのネジを使い強度を補うこととしまし
た。

 試作品の出来は上々で、簡単に分解できることを確認して日本に持ち帰り、製品のテストを行いました。

数種類のテストに合格し、いよいよ量産することになりました。ところが量産品を確認するために再び中国

を訪れた際に、私は悪夢のような光景を見てしまいました。

 中国のメーカーに着くと、その会社の社長がとても嬉しそうな顔をして私を迎えてくれました。そして、

早速私を会議室に呼ぶと、私たちに製品を見せながら「あなたの試作品を見たのですが、あれでは部品の接

合部がとても甘いので、簡単に外れてしまいます。それを補強するためにネジを使っているみたいですけど、

私が部品を改造するように指示を出したら、このとおりしっかり固定できるようになりました。これならネ

ジは必要ないですから、コストダウンできますよ」と言ったのです。私の設計思想を知らない社長は、自分

の経験だけで勝手な判断を下して、結果的に買い手の望まない物を作ってしまったのです。

【４】まとめ

 前述の行為は、発注者からみれば、もっとも危険な行為のひとつです。このような考え方で私たちの製品

を作られたら、次々に勝手に仕様を変更され、ある日突然、市場クレーム発生という事態になりかねません。

私は今回の社長の話を聞いてすぐにクレームを入れたのですが、社長は私が何を怒っているのか理解できず、

問題の解決に多くの時間を要してしまいました。

 この社長の行動の背景にあるのは、間違った方向にある「お客様のため」という彼らなりの正論です。確

認なしに仕様変更を行う危険性を知らない中国人たちは、お客様のためという彼らの理論のもと、自分の実

力を誇示するためにもこういう行動をとってしまうのです。

 以上は一つの例ですが、中国人は製造に関する経験や文化の違いから、日本人から見ると信じられない行

動をとることがあります。

 しかし、それは彼らの善意の行動であるので、頭ごなしに文句を言うと喧嘩になってしまいます。そうい

う実情を考慮し、発注の際には設計の意図を事前によく説明したり、更に良い方法を見つけたら必ず連絡・

確認することを念押しする等、予め防衛策を考えておくことも中国人と付き合うコツです。
以 上 
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 工場の作業員に求められる人材とはどういう人材でしょうか。日本においては、全ての作業員に必ず要求

される事柄が有ります。それは「決められた手順を守り、最初から正しい作業をすること」です。そして、

それを踏まえた上で「素早さ」や「正確さ」が要求され、出来れば無駄話をせず寡黙に作業に取り組むよう

な人が望ましいとされます。

製造現場は個性豊かな人間の集合体であり、そういう人材をまとめて効率良く生産活動をしていくために、

日本の大手メーカーではいろいろな研究が行われていますが、その中で「継続力」と「学習速度」に相反す

る関係があることがあることが判ってきました。ここでは、仕事を指示したとき、すぐにコツを掴んで作業

を覚えてしまう人と、作業を覚えるのに一定の時間が必要な人を例に話をすすめます。

 一般的に学習速度が速い人が優秀だと思われがちですが、製造現場では必ずしもそうばかりとは限りませ

ん。仕事を覚えるのに一定の時間が必要な人であっても、優秀な作業員として高く評価されている人がとて

も沢山おります。

 というのも、作業を覚えるのに一定の時間がかかる人というのは、一度覚えた作業に対して、確実性がど

んどん増していき、途中で作業方法を変更したりしない人が多いからです。このような人たちは「保守的」

「頑固」「内向的」な性格の人が多く、コツコツ仕事をこなすタイプとして高い評価を受けています。

 一方、「一を聞いて百を知る 」ではないですが、少ない説明や訓練で作業を覚える人たちは、外向的で革

新的な人が多く、作業改善活動や効率アップで製造コストを追求する製造業の流れからいけば、とても有用

な人材です。しかし、このような人は、ある意味冒険を好み、自分が仕事をしやすいように作業を変更して

しまい、時として大きな問題を発生させてしまう傾向があります。その一方で上司から見るととても頼もし

く見えますので、内向的な性格な人より高い評価を受け易いと言えます。

 前述の２つのタイプの作業員の内、中国ではどちらが高い評価を受けるでしょうか。一般的に言えば、   
１０億人を超えるこの国では、野菜一つ買うところから競争と駆け引きの世界が繰り広げられます。つまり、

声を大にして自分をアピールできない内向的な性格の人では淘汰されてしまい、生きていくことが難しいと

いう事を考えなければなりません。工場作業員も、自己アピールをして優秀さを認めてもらえないと、いつ

まで経っても安い給料でこき使われるだけなのです。

関係部署にご回覧ください 

編集・発行 三井住友銀行グループ・ＳＭＢＣコンサルティング株式会社                2006.9.13 第109号 

TEL:(03)5211-6383 FAX:(03)5211-6393 

ホームページ http://www.smbc-consulting.co.jp/ 

前回は、日中間で製造業に関する価値観に差があるという話をしました。国が違い、生活習慣や育

ってきた環境の違う人達と同じ価値観を持つということは無理な話ですが、理解する必要はあります。

価値観が違うということは、人の評価基準も違うということです。今回は中国で優秀な作業員とされ

る人の評価基準は、日本とは正反対である場合もあることを話しましょう。 
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 ということは、中国で評価される人というのは、極端な話その行動がいい加減であろうとなかろうと、良

く目立つ人なのです。つまり、上司の要求することを瞬時に理解（判断）して、行動に移すことが出来る人

や、自分の意見をしっかり言える人なのです。

 ところが、そういう人たちの中には、製造業で要求される「継続力」を維持できない人や、どんどん自分

の考えで物ごとを変えていく事が良いと思っている人がとても多いのです。最初に既に手法の確立している

素晴らしい作業指導をしても、いつのまにか彼ら流の仕事手法に置き換えてしまうのです。中国人の上司達

もそういう事に対し誤解しているところがあり、そういう改善（改悪）に対し高い評価をしている例が多い

のです。

 勿論、日本のメーカーから見れば、このような作業員は危険きわまりない存在で、高い評価など出来るわ

けもなく、場合によっては作業員の変更を要求しなければならなくなることがあります。

 「能力」を辞書で引くと、「物事を成し遂げることのできる力」と書いてあります。これは少し抽象的で

分かり難い説明ですが、私は能力とは「その人の経験と知識の集合体」と考えます。つまり、その作業員な

り管理者が、生まれてから現在に至るまでに受けた教育と経験がその人の能力であり、その能力が評価され

る対象とならなければならないと思うのです。

 日本のメーカーは、作業員に経験と知識を要求し、それにより評価をしてきました。一般作業員も会社の

教育を通じて、決められた手順を守り最初から正しい作業をすることができる作業員が、優秀な作業員だと

いう事を知っています。知識や経験によって「自分勝手な作業変更は駄目」という事を学び、結果として日

本では横並びの作業員ができあがるのです。

 一方中国では、製造の経験や知識が不足している管理者が、ただ感覚的に安心感を与えてくれる人を優秀

と評価している風習があるのです。

 中国のメーカーと取引をしていると、相手の会社のトップから「優秀な人材」として紹介された人にとて

も疑問を感じたり、私が作業現場で作業員を見て「あの作業員は優秀」と評価したときに、相手の管理者か

ら「彼（彼女）は良くないですよ」という、全く反対の評価を聞くことがあります。「なぜそういう判断を

するのか」という根拠を聞くと大抵、「私たちは、彼（彼女）と長く接しているから良くわかる」と言われ

るのです。結局、人の評価基準が違うということなのです。日本では、我が儘で自分勝手と評価される人で

も、中国では優秀な人材とされている場合も多く、中国企業と取引をする場合人材評価の基準も日本とは違

うことを認識しておく必要があります。

以 上 
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